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＜研究ノート＞

仏女性，Ａ１ｉｃｅ　Ｍｉ１１ｉｏｎ　Ｍｉ１１ｉａｔ（１８８４～１９５７）が

　　　　　　ｒ女性スポーツ界」に果たした足跡

岡　尾　恵　市

＜はじめに＞

　イキリスの女性スポーノ社会学者，Ｄｒ　Ｊｅｍ１ｆｅｒ　Ａ　Ｈａｒｇｒｅａｖｅｓ は， その自著『Ｓｐｏｒｔｍｇ

Ｆｅｍａ１ｅｓ』の冒頭で「もし，あなたが図書館に行きスポーノの書を紐解いた時，その大半が圧倒

的に男性に関するものであり ，大学図書館のスポーツ史やスポーツ杜会学の著書の大多数は男性
　　　　　　　　　　　　　　１〕
を基準としたものが占めている 。…… 」と述べている 。ｒＨｉｓｔｏｒｙ」の語がｒＨｉｓ ・Ｓｔｏｒｙ」に由来

するとするなら「Ｈｅｒｓｔｏｒｙ＝Ｈｅｒ ・Ｓｔｏｒｙ」の名のもとに女性のスポーツの歴史を書き記すべき

だとする皮肉な女性スポーツ史研究者たちが存在する現今，スポーツ史の分野でも「女性スポー

ツ発展に関する歴史研究」の更なる深化が急がれる 。

　１８９６年の「第１回アテネ五輸」に出場した女性選手は皆無，１９００年の「第２同パリ五輸」に非

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）公式種目ながらテニスとゴルフに出場した女性選手はわずか１９名（１ ．４％）であったものが，近年

の夏 ・冬季オリンピ ックでは男女選手の比率が６対４ ，女性出場選手数は夏季には３６００名，冬季
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）でも！２００名を超えてきているにもかかわらず，世界レベルのみならず日本においてもｒ女性スポ

ーツ史」，とりわけ２０世紀初頭にｒ女性によるスポーツ活動」が世界各地で行なわれはじめて以

降， 黎明 ・勃興期の記録を克明に記述した著書 ・論文 ・文献はそれほど多くない 。

　とくに世界のｒ女性スポーツ」の黎明期ともいえる第一次大戦前の１９１１年に，フランス国内の

女性を中心としたスポーノ　クラフ（
‘‘

Ｆ・ｍ１ｎ・ Ｓｐ・・ｔ’）に参画して活動し，１７年に国内女性の競技

連盟（Ｆ６ｄ６・・ｔｉ・ｎ　ｄ・・ Ｓ・・ｉ６ｔ６・Ｆ６ｍｉｎｉｎ・ ｄ・ Ｓｐ・・ｔｉ・・ Ｆ・・ｎ・・，以下ｒＦＳＦＳＦ」と略す）を組織し，後述

するように大戦後の１９２１年１０月３１円，国際的な「女性スポーツ」の組織である「国際女性スポー

ノ連盟（Ｆ・ｄ…ｔ１ｏｎ　Ｓｐｏ・ｔ１ｖ・ Ｆ・ｍｍｍ・Ｉｎｔ・ｍ・ｔ１・ｎ・１・，以下ｒＦＳＦＩ」と略す）」を興して水らく会長職

をつとめ，当時男性が中心となって支酉己していた組織であるｒ国際オリンピ ック委員会
（Ｉｎｔ．ｍ．ｔｉ．ｎ．１Ｏ１ｙｍｐｉ． Ｃ．ｍｍｉｔｔ。。，以下「ＩＯＣ」と略す）」と堂々と渉り合い，女性にも正式にオリ

ンピ ック参加への機会が保障されて然るべきだとする権利を主張し，「女性スポーツ」が今日の

様相を呈する地歩を築いた中心人物であるフランス女性，Ａ１ｉｃｅ　Ｍｉ１１ｉｏｎ　Ｍｉｌ１ｉａｔ（１８８４～ユ９５７）の

業績について，彼女が母国のフランスの国内外で活躍した１９１７年以降３０年代中期までの記録は
，

土時の著書や諸会議の議事録，彼女の言行集と近年になって論文や文献の形で明らかにされては

（７１８）



　　　　　　　　　　　　　　　スタンダールと国家（下川）　　　　　　　　　　　　　　　　１６７

えるが，もはや残虐行為を恐れる必要はない。わが国の最も狂信的な共和主義者でも靴屋の

シモンよりましではないだろうか。（……）フランスは最初に病から治るだろう 。ポワトゥ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
男爵の輩がブロス裁判長の手紙を味わうのは，まずフランスにおいてであろう 。

アメリカ化は避けられないとしても ，フランスがアメリカの新教徒的陰蟹さと大衆テモクラシー

の愚味さを克服し，旧体制の陽気さを取り戻すことをスタンダールは願っている 。「不確かな仮

定」という条件付だが，ともあれこれが，最も楽観的なときに彼が夢見た未来のフランスの姿だ

った。ここでも ，自然状態や国家の解体が問題外であることは言うまでもない 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
　Ｓｔｅｎｄｈａ１，Ｒｏ舳６，Ｎ功Ｚ６５６¢〃ｏブ舳６６舳１８１７ｄａｎｓ　ｙｏツｏｇ６３舳１切Ｚ〃，Ｇ

ａ１ｌｍａｒｄ， Ｂ１ｂ１１０ｔｈｅｑｕｅ　ｄｅ

１ａ　Ｐ１ｅ１ａｄｅ，１９７３，Ｐ４３以下，『１８１７年のローマ，ナポリ ，フイレンソエ』（１８１７年版，１８２６年版） ，

『１８１８年のイタリア』についてはこの版を使用し，本文中に頁字数を記す 。

　Ｓｔｅｎｄｈａ１，Ｄ６閉刎ｏ岬ｅ
ｄ　Ｈ　Ｍａｒｔｍｅａｕ，Ｇａｍ１ｅｒ　Ｆｒｅｒｅｓ，Ｃｌａｓｓ１ｑｕｅｓ　Ｇａｍ１ｅｒ，１９５９，ｐ３

　Ｓｔｅｎｄ．ｈａ１，〃老刎ｏ舳３ ４’〃〃ｏ〃閉蛇
，ｄａｎｓ ％ツ昭６５６〃 ル舳６３，Ｇａ１１１ｍａｒ

ｄ， Ｐ１ｅ１ａｄｅ，１９９２，ｐｐ４６ －４７

　１６加二，Ｐ．５２

　１６乞〆，ｐｐ．１２５－１２６，１３８

　１６ゴ五，Ｐ
．９

　１６ゴ五，Ｐ．１８

　１６ゴ五，Ｐ．５５

　１ろゴ五，ｐｐ．２３０
－２３１

　１６ゴ４，ｐｐ
．２２９－２３０

　１６ゴ五，ｐ．４６６

　Ｊ６ゴ五，Ｐ．８１

　１６ゴ五，Ｐ．１２１

　スタンダールの旧体制ノスタルジーについては，８肋〃〃 ３“ｏ〃鮒ん伽な〃加ｏ舳吻伽Ｚ〃ｏ正

勿妙〃伽 舳ｏ〃３加伽ゐ％〃ｏ〃と題して，Ｌ狙舳あ８肋〃ｏＺ〃舳伽５に発表予定 。
　Ｓｔｅｎｄｈａ１ム”６０刎〃〃３３～刎〃０５３必Ｚ６舳１８８¢ｄ．ａｎｓ 〃老Ｚ伽９６５

，ｔ　ＩＩ，０＝〃閉６３６０刎〃肋３３，Ｇｅｎｅｖｅ ，

Ｃｅｒｃ１ｅ　ｄｕ　Ｂｉｂ１ｉｏｐｈｉ１ｅ，１９７０，ｔ．ＸＬＶＩ，ｐｐ
．２６５－ ２７８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｓｈ１ｇｅｒｕ　Ｓｈ１ｍｏｋａｗａ，本学文学部教授）

（７１７）



　　　　仏女性，Ａ１ｉｃｅ　Ｍｉ１１ｉｏｎ　Ｍｉ１１ｉａｔ（１８８４－！９５７）が「女性スポーツ界」に果たした足跡（岡尾）　　 １６９

　　　　　　　５／
きているものの，彼女自身が記した自伝等がほとんど見当たらないこともあ って，その牛誕期や

少女期から結婚期に至る様子，結婚相手の男性の様子，私生活や住居，および「ＦＳＦＩ」が

　　　　　　　　　６〕
「ＩＯＣ」に「吸収統合」された後，役割を終えて表舞台から去り ，逝去に至るまでの彼女の生活

ぶりなどについて，わが国ではほとんど紹介されてきていない 。

　２１世紀に人った今日 ，今後加速的に飛躍 ・発展することが予想される「女性スポーツ」の歩む

べき方向を定めようと ，１９９０年代に入って世界的レベルでは「ＩＯＣ」が「スポーツと女性作業部

　　　　　　　　　　　　　　　　　７ｊ
会（Ｗ．ｍ．ｎ．ｎｄ　Ｓｐ。。ｔ　Ｗ。。ｋｉｎｇ　Ｇ・・ｕｐ）」を設置して，女性のスポーツ問題に正面から取り組みを

はじめるとともに，わが国においても２００１年６月 ，大阪でようやくｒ第１回アジア女性スポーツ

会議」が開催され，その議論が緒についたばかりであることに鑑み，今報では，今後の幼児から

高齢者にいたる女性大衆の実践するスポーノをはじめとして世界のトノ プ水準のアスリーソが展

開する女性の競技スポーツに至るまでの「女性スポーツ」の進むべき方向を議論する出発点とし

て， 現段階で明らかにされている諸資料をもとに，改めてミリアが活躍した時代のスポーツ状況

の描写をしながら，彼女が「女性スポーツ界」に果たした足跡を明らかにしておきたい 。

　１　その生い立ちから “Ｆｅｍｍａ　Ｓｐｏｒｔ” の会長に就任するまで

　１９１０年代から３６年８月１０～１１日 ，「第１１回五輪」終了後，ベルリンにおける「国際陸上競技連

盟（Ｉｎｔ、、ｎａｔ１．ｎａ１Ａｍａｔｅｕ． Ａｔｈ１．ｔ１． Ｆ．ｄ。。。ｔ１．ｎ，以下「ＩＡＡＦ」と略す）」の第１３回総会で ，「ＩＡＡＦ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　８ １が女性陸上競技の統括を決議するまでの問のミリアのスポーツ界における華々しい言動の記録は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
いくつかの著書 ・論文でも紹介されてはきている。彼女は１９世紀末以来の近代スポーツ界では

「ＩＯＣ」を組織し，「近代オリンピ ック大会」を興したピエール ・ド ・クーベルタン男爵（Ｂ。。。ｎ

Ｐｉ。、。。 ｄ． Ｃ．ｕｂ。、ｔｉｎ）と並び称される活動をした人物でありながら ，当時の「女性のスポーツ界」

に対する評価が低かったからか，表舞台に立つまでの生活や言行は，あまり紹介されていないば

かりか，内外の『百科辞典』『女性人名録』『西洋人名辞典』等にも記載はなく最近まではその牛

誕期さえ不明なままであった 。

　しかし，７０年代以降，ミリアについては『Ｊｏｕｍａ１ｏｆＳｐｏｒｔＨｉｓｔｏｒｙ』（ｖ
・１・４Ｎｏ１ ：１９７７年）掲

載の「Ｔｈｅ　Ｐ１ｏｎｅｅｒｍｇ　Ｒｏ１ｅ　ｏｆ　ｍａｄａｍｅ　Ａ１１ｃｅ　Ｍ
１１１１ａｔ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ＦＳＦＩ　ｍ　Ｅ ｓｔａｂ１１ｓｈｍｇ　Ｉｎｔｅｍａ －

ｔｉｏｎａ１Ｔｒａｃ
ｋ　ａｎｄ　Ｆｉｅ１ｄ　Ｃｏｍｐｅｔｉｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ」［Ｍａｒｙ　Ｈ．Ｌｅｉｇｈ（Ｂｒｏｃｋｐｏｒｔ・州立大）’ Ｔ６ｒ６ｓｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１Ｏ〕
Ｍ　Ｂｏｍｍ（Ｃ．１．ｍｂ。。，Ｏｈ１。 州立大）著１の論文，およひ同誌掲載の「Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｐａｒｔ１ｃ１ｐａｔ１ｏｎ１ｎ

　　　　　　　　　　　　１ｌ ／

Ｏ１ｙｍｐｉｃ　Ｇａｍｅｓ１９００－１９２６」［Ｓｈｅｏ１ａ　Ｍｉｔｃｈｅ１１（Ｏｔｔ．ｗ。）著Ｌ『体育の科学』（Ｖ
．１．３４．１９８４年８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
月号）掲載の「オリンピ ックと女子スポーツ」［萩原美代子（文化女子大学）１ ．１９９０年代に入 って 。

世界の女性スポーノの高揚と ，関 ・Ｌ・の高まりのなか，『Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｓｐｏｒｔｓ－ａ　Ｈ
１ｓｔｏｒｙ一』［Ａ１１ｅｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ３
〕

Ｇｕｔｔｍａｍ著，Ｃｏ１ｕｍｂ１ａ　Ｕｎ１ｖｅｒｓ１ｔｙ　Ｐｒｅｓｓ
　１９９１年１ ，『Ｏ１ｙｍｐ１ｃ　Ｊｏｕｎａ１誌』（２０００年２－３月号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４ｊ
ｘｘｖ１－３１）に掲載されたｒＡ１１ｃｅ　Ｍ１１１１ａｔ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｇａｍｅｓ」［Ｇｈｓ１ａｍｅ　Ｑｕｍｔｅｒ 著

（Ｉｎｔｅｍａｔｉｏｎ．１Ｒｅ１ａｔｉｏｎｓ Ｓｅ．ｔｉｏｎ Ｎａｔｉｏｎａ１Ｉｎ．ｔｉｔｕｔｅｆｏ．
Ｓｐｏ．ｔ．ｎｄＰｈｙ．ｉ．ａ１Ｅｄｕ。。ｔｉｏｎ＝ＩＮＳＥＰ主任）１著

の論文が散見される程度であったが，２００１年になって『世界女性スポーツ百科（Ｉｎｔ．ｍ．ｔｉ．ｎ．１Ｅｎ－

ｃｙｃ１ｏｐｅｄ１ａ　ｏｆ　Ｗｏｍｅｎ　ａｎｄ　Ｓｐｏｒｔｓ）」（全３巻１４２８頁）［Ｋａｒｅｎ　Ｃｈ１ｒ１ｓｔｅｎｓｅｎ，Ａ１１ｅｎ　Ｇｕｔｔｍａｍ　Ｇｅｒ －

ｔｒｕｄｅ　Ｐ丘ｓｔｅｒ 編， Ｍａｃｍ１１１ａｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ＵＳＡ１つ のなかで編者のひとりであるＧｕｔｔｍａｍ氏がミ

リアに関する項を起して彼女の活動の概略を記し，ようやく彼女の若き日の像が浮かび上がって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１９）



　１７０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

　１５）
きた

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）　ミリアは１８８４年，フランス ・ブルターニュ地方，ナントで生まれた。彼女はケルトの血を引く

独立心の旺盛なフランス女性で，１９！１年にピエール ・パイセ（Ｐｉ。。。。 Ｐ．ｙ。。６）がパリで創設し
，

今日もなお活動を続けているｒフェミナ ・スポーツ」の一員となり ，上流階級の女性たちの間に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）スポツを広めるためのスポーツ ・クラブのメンバーとして活躍をはじめた 。

　この「フェミナ ・スポーツ」というクラブは，ミリアと同時代に生きたアメリカの高名な舞踊
家， イサトラ ・タンカン（Ｉ。。ｄ。。。 Ｄ．ｎ。。ｎ）の弟子たちの指導によるタンスと各種スポーツを実

践するためのクラブであった。２０世紀初頭には，陸上競技 ・水泳 ・バスケ ットボール ・サ ッカ

ー・ 自転車のように，それまで男性に限って行なうのが当然とされていたスポーツの各種目に ，

女性が参入しようとしたが男性役員たちに拒否されたので，女性たち自身がスポーツのクラブを
　　　　　　　　　　　　１８）
結成したもののひとつである 。

　このクラブはまた，１７年７月に「第１回フランス陸上競技選手権大会」を主催 ・運営したこと

でも有名である。この大会に出場した多くの選手たちには，女性がスポーツに勤しむなどとは考

えられもしなかった時代に，家族内からも「家名を汚した」と云わんばかりの罵声を浴びせられ

るなか，砲丸投に優勝したクーロウ ・モリス選手（Ｖ。。１．ｔｔ． Ｇ．ｕ。。ｕｄＭ。。。。。）は，記録を出すため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）に胸部をあらわにして競技をしたために，非難が集中したとのエピソードが伝えられている

。

　さらにこのクラブは翌年の１８年４月２８日には女性サ ッカーの大会を主催し，２６年から３２年まで

は選手権を獲得するチームを有していた。また，２２年にはクラブの勇敢な女性たちによって実験

的にラグビー（フランスでは皮のヘッドギアーを付けて行なうことから “ｂａｒｒｅｔｔｅ”と呼ばれていた）に挑

戦したが，これは早計だというので中止のやむなきに至り ，「女性ラグビー連盟」が創設される
　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
７０年までは行なわれないままであった

。

　また，同クラブに遅れること２年，！５年には男性のギュスタフ ・ド ・ラフルテ（Ｇｕ．ｔ．ｖ．ｄ．

Ｌ．ｆ。。ｔ６）が，古代ギリシア，プラトン（Ｐ１．ｔ。）の最後の大著，『法律』の巻８の第１章～第４章

に記述されている軍備と女性の身体訓練の必要性に関連して，紀元前３３７年にプラトン自身がア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）テネ郊外に創設した学園名にちなんでｒアカテミア（Ａ・・ｄ・１・）」という名のクラフを創設した
。

このクラブは，大戦でドイツ軍と戦うフランスの男性とともにｒ銃後の守り」を任され，フラン

ス各地の街を防衛する女性の訓練のために創られたもので，創設の年の５月１日にはこのクラブ

は， はじめての女性のための「陸上競技大会」をブランション競技場（Ｓｔ．ｄ． Ｂ。。ｎｇｉｏｎ）で主催し
２２）

た。

　さて，少女時代のミリアは，スポーソや学校で果たされる体操（ｇｙｍｎ。。ｔ１。）には心底からの興

味を持っていたわけではなかったが，各種スポーツの大会に参加しはじめてからスポーツに魅入

られていった。その後，彼女はホート漕き（。。Ｗｍｇ）に関心を示し，指定された時間内に小型ホ

ート（。ｋｉｆｆ）でフランス南部のカルカソンヌ（Ｃ。。。。。。。ｍ。）からナルボンヌ（Ｎ。。ｂ．ｍ。）の地を経

て地中海に注ぐオード川（Ａｕｄ．ｘ）を数十キロにわたっ て漕ぎ切る長距離ボート ・レースで栄賞

を受けた最初の女性となり本格的にスポーツとの関わりを持つようになって，１５年にはｒフェミ
　　　　　　　　　　　　　　２３）
ナ・ スポーツ」の会長に就任した 。

（７２０）



仏女性，Ａ１ｉｃｅ　Ｍｉ１１ｉｏｎ　Ｍｉ１１ｉａｔ（１８８４～１９５７）が「女性スポーツ界」に果たした足跡（岡尾）

（ボート漕ぎに勤しむ若き日のミリア）

［『Ｏ１ｙｍｐ１ｃ　Ｊｏｕｍａ１誌』（２０００年２～３月号

　　　　　　　　ＸＸＶＩ－３１）ｐ．２８より１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７１

　２ ．「フェミナ ・スポーツ」の会長を経て

国内女性スポーツ組織の会長に就任するまで

　この時期になるとフランス各地において女

性陸上競技に関心を示す女性の数は増え，ク

ラブ数も順調に増加して大会も開催されてい

った。こうした気運の下，１７年７月には「フ

ェミナ ・スポーノ」は競技成績の向上と大衆

からの熱狂的な支持を受けて，ミリアの絶大

な努力により ，上述のように「第１回フラン

ス陸上競技選手権大会」を組織し運営した 。

このことを契機にミリアの奔走もあって同年
　　　　　　　　２４〕

には３つのクラブを組織してフランスの女性の連盟の創設に漕ぎつけた 。

　１７年１２月までは女性スポーツのためのクラブの役職は男性がつとめていたが，ミリアはこの

　　　　　　　　　　　　　　　　　２５〕
「連盟」の財務担当の役員に選任された。その後，彼女は１８年６月に情熱と運営手腕を乞われ ，

この「ＦＳＦＳＦ」の専務理事（Ｇ６ｎ６。。１Ｓ。。。。ｔ。。ｉ．ｔ）に選出され，１９年３ハｌＯ口には満場一致で会長

　　　　２６）
に就任した。その後，この組織はひとりミリアだけでなく ，シュ ザン ・リブラー

嬢（Ｍ１１。。

Ｓｕ・ａｍｅ　Ｌ１ｅｂ・ａｒｄ） テイレース ・フリュレ嬢（Ｔｈｅ・ｅｓｅ　Ｂ
・ｕｌｅ）

シェルメーヌ ・トラピエール嬢

（Ｍ１１。．Ｇ．ｍ．ｉｎ． Ｄ．１．ｐｉ。。。。）ら，当時選手として活躍した女性たちも組織運営を支え，その後ド

ラピエール嬢のように結婚後はシャピュイ夫人（Ｍｍ。．Ｃｈ．ｐｕｉ。）として，後述の「ＦＳＦＩ」の専務

理事に就任してミリアの片腕となった女性を筆頭に，女性たちが主導権を握って運営した 。

　ミリアのリーダーシッ プの下，この「ＦＳＦＳＦ」は女性の陸上競技大会だけでなく陸上ホ ッケ

ー， バスケットボール，サ ッカー 水泳等，多くのスポーツ種目の国内選手権大会を主催し ，２０

年には、それまで男性が中心となっ て支配していた女性の各スポーツ競技連盟も ，すべて女性の

みによる組織運営を行なうことになり ，４チームが参加してイギリスで行なわれた「第１回国際
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８〕
女性サ ッカー大会」にフランス ・チームを送り出すに至った 。

　この間，ミリアは常にその先頭に立ち，その組織化と大会開催の準備に遭進した。彼女は若く

して結婚したが夫に先立たれ，十どもがなく再婚しないまま若いうちから未亡人となったことも

あって，組織活動に費やす時間と気力および金銭的余裕（資産）にも恵まれ，自らスポーツをも

熱心に行なった。彼女はイギリスとアメリカに住んでいた２人の姉妹がそうであったように，フ

ェミニストであり ，フランス女性のための「参政権運動（。ｕｆｆ。。ｇ．ｔｔ。）」にも精力的に活動したが ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９）
単刀直人に発言したりせず，いわゆる政治活動の闘十（ｍｉ１ｉｔ．ｎｔ）ではなかった 。

　しかし、彼女を「参政権運動」に投じさせたのは，「女性スポーツ」が男性社会のなかで承認

されたり理解されるためには，必要な活動だと信じていたのではないかと推測される 。それは３４

年に『自立する女性（Ｉｎｄ．ｐ．ｎｄ．ｎｔ　Ｗ．ｍ．ｎ）』という女性誌の記者のインタビューに対する発言の

なかに読み取ることができる 。

　彼女はｒ各種の女性スポーツに関して，わが国ではスポーツの場が不足しているというハンデ

ィーがあります。私たちには投票権がないので，白分たちの要求を大衆のものとし，正当な居場

所を示すための圧力をかける事はできません。私は常々少女たちに，こうした活動をしているの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２１）
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も， フランスの女性がスポーツの分野で他の国々とともにスポーツの場を持つことができるよう

に， 投票権を行使することもそのひとつだと話しているのです」と語り ，女性のスポーツ振興の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）ために「参政権運動」をしているのだと本心を明かしている

。

　なお，ミリアのその後の努力によって，この「ＦＳＦＳＦ」は２５年にはフランス女性陸上競技の

クラブ数は，４００を超えるまでに組織拡大がなされたが，後述するように２１年１０月に「ＦＳＦＩ」を

立ち上げ，そちらの活動に精力を傾注するために，２５年に同会の会長職を辞した。しかしこの組

織のその後の活動の様子や後任の会長等の役職については，記録された資料が未だに見当たらず
，

　　　　　３１）
闇の中にある 。

　３　「国際女性スポーツ連盟」結成則夜の欧米の女性スポーツの様子

　ミリアがフランス国内の「女性スポーツ」の組織を固め，各種競技会の運営に奔走している頃
，

男性を中心とした世界のｒオリンピ ック運動」にも刺激を受けたこともあって，欧米を中心とし

て日本でも「女性スポーツ」の組織が立ち上がっていった。以下，おもな国の状況を概観する 。

　１７年には「オーストリア陸上競技連盟（Ｏ・ｔ・…１・ｈ１・・ｈ・・ Ｌ・１・ｈｔ・ｔｈｌ・ｔ１ｋ　Ｖ・・ｂ・ｎｄ）」がウイーンに

「ドナウ女性水泳クラフ（Ｄ・ｎｕｂ １・ Ｗ・ｍ・ｎ ’・ Ｓｗｍｍｍｇ　Ｃｌｕｂ）」に女性陸上競技部門を創ることを

決定し，１８年７月２７日には「第１回オーストリア陸上競技選手権大会」を開催，１８年にはこのク

ラブがハンガリーのブタペストに選手団を派遣，１９年にはドイツのミュンヘンの女性陸上競技大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２）会に参加するなど欧州の隣接国家問の競技会の交流が開始されてきていた
。

　スエーテンでも１８年に体操の指導者のリンク（Ｐ．ｈ．Ｈ．ｍｋ　Ｌｍｇ）が出て以来，国民の体育 ・ス

ポーツヘの関心が深まるなか，１３年にはイェテホリ（Ｇ・ｔｈ・ｎｂｕ．ｇ）ではすでに女生徒のための

「体力章検定（。 Ｓｐ。。ｔ　Ｂ．ｄｇ．ｆ。。 Ｗ．ｍ．ｎ）」を実施し，その中に含まれる陸上競技種目の能力測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
のための記録会が各地で開催されていた 。

　また，イキリスでも ，１８８０年に創設された男性の組織である「アマチュア陸上競技連盟

（Ａｍ．ｔ．ｕ． Ａｔｈ１．ｔｉ． Ａ。。。。ｉ．ｔｉ．ｎ＝ＡＡＡ）」の活動が約４０年間の経験を積むなかで，これに刺激されて

１８年には女性独自のチームをつくって，スタンフォトーフリノシ競技場（Ｓｔ．ｍｆ。。ｄｂ．１ｄｇ．

Ｓｔ・ｄｌｕｍ）での男性の陸上競技大会の中のプロクラムに加わるという形でリレーに参加する女性

選手が現れてきていた。１９年には「公務員選手権大会（Ｉｎｔ。。 Ｓ。。。１。。。 Ｃｈ．ｍｐ１．ｎ．ｈｌｐ。）」に女性の

種目として４４０Ｙリレーが設定されて行なわれ，女性のための「北部女性選手権大会（Ｎ。、ｔｈｅｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）Ｃ．ｕｎｔ１。。 Ｌ．ｄ１。。 Ｃｈ．ｍｐ１．ｎ．ｈ１ｐ。）」が開催されてきており ，２１年以来，「全英大学女性陸上競技連盟
（ｔｈ

．Ｗ．ｍ．ｎ’。Ｉｎｔ。。一Ｕｎ１。。。。１ｔｙ　Ａｔｈ１．ｔ１． Ｂ。。。ｄ＝２３年に結成）」は未結成ながらも女子大学生の大会は
　　　　　　　３５）
開かれてきていた 。

　その他，イギリス各地では地方でクラブによる女性大会が開かれ，例えばブレントウッド
（Ｂ。。ｎｔｗｏ．ｄ）においてマナーパークＡＣ（Ｍ．ｎ。。 Ｐ。。ｋＡＣ）のＲ．Ｅ．トンプソン嬢（Ｔ．ｍｐ。。ｎ）が

「エセックスの１００Ｙ競走大会」で当時の世界記録を破る１１秒６の好記録で走るなどに見られる
　　３６）

ように，女性競技への参加者が増加し活況を呈していたことに伴って，女性独自の連盟の創設が

急がれ，２２年初頭には「英国女性陸上競技連盟（Ｗ．ｍ．ｎ ’。 Ａｍ．ｔ。。。 Ａｔｈｌ．ｔ１． Ａ。。。。１．ｔ１．ｎ，以下
　　　　　　　　　　　　　　３７）
「ＷＡＡＡ」と略す）」が設立された。このｒＷＡＡＡ」は，イギリス各地の大学や大企業はもちろ

ん一般市民の個人によって組織された各クラブが賛同するとともに，各地にある男性中心のクラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２２）
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ブに「女性部」が出来，「ＷＡＡＡ」に加盟したので，ホーク卿（Ｌｏ．ｄ　Ｈ．ｗｋ。）を会長として短

期問の聞に２３，ＯＯＯ人もの会員を擁する一大組織へと成長を遂げており ，¢イギリスにおける女性

陸上競技の調整と統制者である，　女性競技者が最適の環境と条件で競技できる状態を確保する ，

　正確なイギリス女性の記録を受理 ・登録する，　適正な競技種目を選択し，正しいトレーニン

グに関する助言を行なう ，　イギリス国民の強健な身体づくりを目指して活動する ，ことを目的
　　　　　　　　　３８）
して活動をはじめたが，２１世紀の現在もなお，その活動を続けている女性自身による陸上競技の

組織である 。

　一方，ドイッでは１９０４年以降，女性の陸上競技会が行なわれてきていたが，大戦の敗戦国であ

った事情もあって，１９年以後になっ て「ドイッ陸上競技連盟（Ｄ．ｕｔ。。
ｈ． Ｓｐ。。ｔｂ．ｈ。。ｄ．ｆｕ．

Ｌｉ．ｈｉｔ．ｔｈ１．ｔｉｋ）」に女性部門を設けて活動を開始したことが契機となって，はじめ１００ｍと４００ｍＲ

だけであった大会に以後，走幅跳，砲丸投が加わって本格的な競技会の形式が整えられるように
　　３９〕
なった 。

　アメリカでは，１８９５年１１月にニュヨーク州のポキプシーにあるヴァエサー・ カレッジ（Ｖ。。。ａ．

Ｃｏ１１．ｇ。．Ｐ．ｕｇｈｋ。。ｐ．ｉ。，Ｎ．ｗ　Ｙ。。ｋ）における「フィールド ・デイ（Ｆｉ．１ｄ　Ｄ．ｙ）」が開催されて以降 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０フ
体育教育とスポーツの両面から各種学校を中心に女性スポーツの大会が盛んとなった。たとえば

陸上競技に関していえば，大戦を挾んだ時期の大会は，カレッ ジ等の学校単位での開催であった

が， １５年にはコネチカット州ワシントンのウイーカム ・ライズ女千校のスチュアート博士（Ｄ 。．

Ｈ。。。ｙ　Ｅ．ｔ．ｎ　Ｓｔ．ｗ。。ｔ）の尽力で女性陸上競技大会の支援が行なわれるなか，１８年には全国規模で

の組織である「全米陸上競技委員会（Ｔｈ．Ｎ．ｔｉ．ｎ．１Ｗ．ｍ．ｎ
’。 Ｔ。。。ｋ．ｎｄ　Ｆｉ．１ｄ　Ｃ．ｍｍｉｔｔ。。）」の第１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４］〕
回総会がニューヨークで開催され，競技や組織の諸規則が確認された。２２年１２月には，アメリカ

商務長官〔後に第３１代アメリカ大統領〕フーバーの夫人（Ｍ。。．Ｈ。。ｂ。。ｔ　Ｃ．Ｈ。。。。。）を局長とする

ｒ全米アマチュア競技連盟女性部（Ｎ．ｔｉ・ｎ．１Ａｍ・ｔ…
　Ａｔｈ１・ｔｉ・

Ｆ・ｄ…ｔｉ・ｎ　Ｗ・ｍ・ｎ
’・ Ｄ１・ｉ・ｉ・ｎ）」を結成

，

１９２３年１月に「全米アマチュア競技連盟（Ａｍ．ｔ．ｕ． Ａｔｈ１．ｔｉ． Ｕｎｉ．ｎ）」は女性の陸上競技種目への

参加の可否を巡って議論を重ねた結果，水泳や体操競技，ハンドボールとともに選手登録を認め

ることにして，同年９月２９日にニュージャージー州のニューアークにあるウイーキュアヒック公

園（Ｗ。。ｑｕ．ｈｉ． Ｐ。。
ｋ， Ｎ．ｗ。。ｋ， Ｎ．ｗ　Ｊ。。。。ｙ）において１１種目からなる「第１回全米女性陸上競技選

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）
手権大会」を開催し，主として学生や東部地区の１２のクラブ員が参加してきた 。

　この時期，欧米に比べて立ち遅れていた日本でも ，当時ようやく女性独自のスポーツ組織が確

立し，大会が行なわれはじめた。２２年５月２７日には東京キリスト教青年会主催で「女十連合運動

会」が御茶ノ水東只女高師の校庭で開かれ，１９５名が参加。同年１０月１７日には「第２回連合競技

会」が東只陸軍戸山学校で開催，同日には大阪毎日新聞社岡山通信部王催のｒ第１回岡山県女子

体育大会」が行なわれた。さらに同年１１月１２日に大日本体育同志会王催 ・東只朝日新聞杜後援の

ｒ第１回全日本女子選手権陸上競技大会」が３１５名の参加で行なわれ，同日には健母会王催 ・大阪

時事新報杜後援の「大阪府女学校運動会」が兵庫県鳴尾運動場で開催されるなと ，大会は全国各

　　　　　　　　　　　　　　４３）
地で野火のように広がっていった 。

４　欧州内国際交流スポーツ大会の開催から「国際女性スポーツ連盟」の結成まで

ミリアの所属していた「フェミナ ・スポーツ」クラブはこの時期から女性のための国際的な陸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２３）
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上競技の大会を開くため，長期間にわたってｒＩＯＣ」を説得してその準備をはじめていた。１９年

には「ＦＳＦＳＦ」はｒＩＯＣ」に対して通常のオリンピ ック大会の陸上競技に種目を設け，女性選
　　　　　　　　　　　　　　４４）
手の参加を要求する提案をしたが，男性が中心的に支配していた「ＩＯＣ」はこれに同意せず，女

性選手の陸上競技への参加が実現するのはクーベルタンが会長を退いた２５年以降に議論が進み
，

２８年の「第９回アムステルダム五輸」になってからのことであったのは衆知の事実である
。

　女性が出場できるスポーツ競技大会開催を望む声は野火のように広がってきたことを受けて動

き出したのは，モナ コの男性会員に限定された「国際スポーツ ・クラフ（Ｉｎｔ．ｍ．ｔ１ｏｎ．１Ｓｐｏ血ｍｇ

Ｃｌｕｂ）」の会長でフランス ・ボウルジャー（Ｂ。。ｕ１１．ｕ）の市長であったフランク氏（Ｃ．ｍ．１１． Ｂ１．ｎ。）

であった。彼は小侯国であるリヴイェラ（Ｒｉ・ｉ…）に上流階級のための女性スポーツ競技者

（ｆ・ｍｍ…　ｐ・廿１…）が集う理想的な街にしようとの構想をたて，８人の男性からなる組織委員会

を立ち上げ「第１回女性オリンピ ソク（Ｏ１ｙｍｐ１．ｄ。。 Ｆ．ｍｍｍ。。）」開催の招待状を各国に送り ，２１

年５月２５日 ，１８９６年にイギリスの上流階級の人々のために作られた「クレー 射撃場（Ｓｔ．ｎｄ　ｄｕ

Ｔｉ。）」の土地を使って，フランス ・イギリス ・ノルウエー・ イタリア ・スイスの「５か国対抗」

の形式で，女性の陸上競技およびバスケ ット ・ボールのリーグ戦を約３００名の選手を集めて開催

した。見物の観衆は大変熱心で，閉会式にはポパ ード師（Ｉ。。ｎ． Ｐ．ｐ。。ｄ）と彼女のダンスの教え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５）子たちが「ハーモニソク体操（Ｇｙｍｎ。。ｔ１ｑｕ． ｈ．ｍ．ｍｑｕ。）」を演じた

。

　この日の様子はフランスの『スポーツの鏡（Ｌ・Ｍｉ・・ｉ・ ｄ・・ Ｓｐ・。ｔ。）』『屋外生活（Ｖｉ。。ｕ　Ｇ、。ｎｄ

Ａｉ。）』『リヴィエラ写真評論（Ｒ。。ｕ． ｄ．１． Ｒｉ。。。。Ｉ１ｌ．ｔ．６。）』などの各紙がこの大会を取材し報道し
４６）

た。

　この大会が盛会裏に終わったこともあって，イギリス ・チームはこの遠征の主力となったロン

トンのリージェント技術専門学校（Ｒ．ｇ．ｎｔ　Ｓｔ。。。ｔ　Ｐ．１ｙｔ。。ｈｎ１。）の選手を中心に帰国後，「ロント

ン・ オリンピアン陸上競技クラブ」を立ち上げた。さらにこの年，１０月３０日にはイギリスの女性

チームはパリに遠征し，「英仏女性対抗陸上競技大会」（８種目）を行ない，すでに２７歳になって

いたラインズ選手（Ｍ。。ｙＬｉｎ。。）は，当時，極めて珍しい「スパイク ・シューズ」を履いて１００Ｙ

に１１秒８という世界記録を樹立して公認されるなどの成果を挙げ，４８対３７でイギリス ・チームが
　　　　　　　　　　　　　　４７）
勝利して，盛況のうちに終了した 。

　この２つの大会の成功を見て取ったミリアは，大会の翌日のｌＯ月３１日にパリ ・イタリア通りの

ｒプーセット会館（Ｓ・１１・ Ｐｏｕ…ｔ）」に，６カ国（イギリス ・アメリカ ・フランス ・チ エコスロバキア ・

イタリァ ・スペイン）の代表を招集し，ｒ設立総会」を開いて全員一致の合意を見て，女性スポー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８）ツにとって歴史的な組織，「ＦＳＦＩ」を結成 ・創設して，自らが会長に就任した 。

　この総会では，¢組織の名称を「国際女性スポーツ連盟（ＦＳＦＩ）」と呼ぶ世界的な組織とする
，

　各国にある「女性の競技連盟」の円滑な調整をする，　規約の制定と各国グループの組織化と

管理を行なう ，＠個人および団体競技の技術的規則の統一を計る，　「ヤート ・マイル制」によ

る競技を実施する，＠ｒメーター制」とｒヤード ・マイル制」による女性世界記録の唯一のｒ公
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９）
認組織」としての権利をもつ，こと等を確認した 。

５　組織確立から「世界女性オリンピック大会」の開催へ

２１年のモンテ ・カルロの大会が成功裏に終わったことを受けて，前述のブラング氏が組織の中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２４）
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珂

　　（会長職時代のミリア）
［『Ａｔｈ１ｅｔｉｃｓ　ｏｆ　Ｔｏｄａｙ　ｆｏｒ

Ｗｏｍｅｎ』Ｆ．Ａ．Ｍ．Ｗｅｂ ｓｔｅｒ 著，

』９３０年表紙裏の写真より１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７５

心となって，フランスの体育委員会のパテイ氏（Ｈ。皿ｉ

Ｐ．ｔｈ６）を名誉会長に据えて，翌２２年４月１５日～２３日には再

度モンテ ・カルロでｒ国際女性大会（Ｊ・ｕｘ　Ｉｎｔ・ｍ・ｔｉｏｎ・ｕｘ

Ｆ．ｍｍｍ。）」を開催した。この大会はハスケ ソトホールと２

つのリレーを含む１３種目に及ぶ本格的な陸上競技大会のほか

に， スエーデンやオランダが上位を占めた水泳が行なわれ ，

前年参加のイギリス ・チ ェコスロバキア ・フランス ・イタリ

アにベルギー・ デンマーク ・スイス加えて，７カ国，約３００

名の参加があり ，前年同様に閉会式にはポパード氏率いる体
　　　　　　　　　　　５０つ
操団の演技が彩りを添えた 。

　さらにこの年の８月１８日 ，ミリアはパリのリシャリア通り

１００番地の会館で「第２回ＦＳＦＩ総会」を招集し，「第１回女

性オリンピ ノク（Ｏ１ｙｍｐ１ｑｕｅｓ　Ｆｅｍｍｍｅｓ：Ｔｈｅ　Ｆ１ｒｓｔ　Ｗｏｍｅｎ
’ｓ

Ｍ・ｄ・ｍ　Ｏ１ｙｍｐｉ・ Ｇ・ｍ・・）」を２日後に開催することを決定し

た。 この会議にはアメリカ ・イギリス ・フランス ・チ エコス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１）
ロバキア ・イタリア ・スイスとギリシアが出席した。この

「総会」では，（：Ｄアマチュアリズムの定義を巡っての討議 ，

　記録を検証し，公認の手続きについて検討する，　「女性オリンピ ック大会」を４年ごとに開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２）
催する ，＠「第２回大会」を２６年に開催する，こと等を決定した 。

　こうしてミリアたちが準備してきた「第１回女性オリンピ ック」は，８月２０日（日）パリのペ

ルシャン競技場（Ｌ．Ｓｔ．ｄ。一Ｐ。。。ｈｉｎｇ）で行なわれたが，アメリカは「全米体育協会委員会女性部

会（ｔｈ．Ｃ．ｍｍｉｔｔ。。。ｎ　Ｗ．ｍ．ｎ
’。 Ａｔｈ１．ｔｉ。。。ｆ　ｔｈ．Ａｍ。。ｉ。。ｎ　Ｐｈｙ．ｉ。。１Ｅｄ。。。ｔｉ．ｎ　Ａ。。。。ｉ．ｔｉ．ｎ）」の妨害に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５３リ
もかかわらず２０名の選手を派遣してきたことなどもあり ，女性の演ずる競技の物珍しさもあって

興味津々で見物にや ってきた２０ ，ＯＯＯ名がスタンドを埋めた。開会式では「オリンピ ック大会」を

模して，まず各国の国旗を先頭に自国の国旗をあしらったエンブレムをつけたユニフォーム姿の

選手団の華やかな入場行進を行ない，陸上競技ではｌＯＯＯｍ競走を含む１１種目を実施した。大会

は個人の表彰とともに入賞者に得点を与え，国別対抗の形式を採用した。６０ｍと１０００ｍの２種

目に世界新記録が誕生し，最終成績では，多くの種目優勝をさらったイギリスが５０点で総合優勝 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５４〕
アメリカ２位，フランスが３位となり ，盛会裏に終了した 。

　なお，この大会の名称に「オリンピ ック」の名を冠したこと ，開会式に「入場行進」を行なっ

たことは，ミリアらを中心とする「ＦＳＦＩ」が，明らかに組織として男性中心の「近代オリンピ

ック大会」の陸上競技種目に女性選手が出場拒否されたことに対する「抗議行動」であったと思
　　５５）
われる 。

　６ ．ミリアの活躍による組織の拡大の努力と成果

　この大会一週問後の８月２７日には，ロンドンのｒオリンピアン陸上クラブ」ｒブラッセル女性

スポーツクラブ」パリの「フェミナ ・クラブ」による「３クラブ対抗」（８種目）が，ブラッセル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５６〕
市デュー デンのパルク競技場（Ｓｔ．ｄ．ｄｕ　Ｐ。。。）で開催された。この年の夏の一連の競技会が契機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２５）
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となって，すでに国内にｒＷＡＡＡ」を組織していたイギリスでは，９月に入ってｒ第１回全英

女性陸上競技選手大会（Ｅｎｇ１１．ｈ　Ｗｏｍ．ｎ
’。 Ｃｈ．ｍｐ１．ｎ．ｈ１ｐ。）」を開催するなど，欧州各国にはなお一

層女性独自の大会が開かれる気運が上昇してきた 。

　それまでｒＦＳＦＩ」には，フランス，イギリス，アメリカ，リトアニア，チ ェコ ・スロハキア ，

ユーコスラピア，ベルギー イタリア，スイスが加盟し，創設時より加明国は増えたものの，ミ

リアの努力にもかかわらず，すでに１８年から陸上競技の大会を開催していたオーストリアはじめ ，

フインランド，スェー デン，ポーランド，ルーマニア，エストニア，ラトビア，オランダの欧州

各国と南アフリカは未加盟状態であり ，第一次世界大戦の敗戦国であるトイツの処遇に関して ，

２２年のｒ第２回ＦＳＦＩ総会」で討議されたもののｒ時期早尚」との意見が出て，ドイツの加盟は
　　　　　　５７）
見送りとなった 。

　２３年４月になって，過去２回，モンテカルロで「第３回国際女性競技大会」（陸上競技９種目と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８）
バスケットボール）が，イギリス，フランスなど６カ国の参加で開かれた。一方，前述したように

アメリカでも９月に「第１回全米女性陸上競技選手権大会（Ｔｈ．１．ｔ　Ｗ．ｍ．ｎ’。 Ｎ．ｔ１．ｎ．１Ｔ。。。ｋ．ｎｄ

Ｆ１．１ｄ　Ｃｈ
．ｍｐ１．ｎ．ｈ１ｐ。）」が開かれたが，欧州各国同様，女性が全国的な水準での競技大会を開催し

たり参加することに関して，杜会的地位のある男性の側から批判的な意見も多く ，大会運営は困
　　　　　　５９）
難を極めていた 。

　７　２３年「第６回ＩＡＡＦ臨時総会」と２４年「第７回ＩＡＡＦ」総会における女性陸上競技のあ

り方を巡っての論議

　２３年に「ＩＡＡＦ臨時総会」がパリで開催されたが，ミリアらの努力で実績を積んできた

「ＦＳＦＩ」の行動力に影響を受けた「ＩＡＡＦ」は，女性陸上競技の扱いに関して，はじめて議題に

取り上げた討議した。この時，他の諸議題は横におかれ，この問題で会員から様々な意見が百出

した。長時間の討議の後に，¢女性の競技会を受け入れること ，　多くの条件付きで支配下にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０）
さめること ，　「ＦＳＦＩ」と緊密な関係を結んでいくこと ，を決定した 。

　さらに「ＩＡＡＦ」は，「第８回パリ五輸」開催直前の２４年７月に再度「総会」を開催し ，

「ＩＡＡＦ」自体が女性のための「競技規則」を早急に設定して，「ＦＳＦＩ」を「ＩＡＡＦ」の傘下に入

れて女性の競技全般を把握することを決議したが，「パリ五輸」の陸上競技種目への女性の出場

は見送られた 。

　８　２６年の「第２回女性オリンピンク」に向けた準備

　この「総会」を受け，さらに組織の拡充をはかって「第２回女性オリンピック大会」を開催す

るための準備に取りかかるため，ミリアは２４年７月３１日にパリ ・モンマルトル街１７番地の会館に

「第３回ＦＳＦＩ総会」を招集した。ベルギー カナダ，フランス，イギリス，イタリア，リトア

ニア，スイス，チ ェコ ・スロバキア，ユーゴー・ スラビアの代表が出席し，新たにベルギー カ

ナダ，リトアニア，ユーゴー・ スラビアの４か国の加盟が承認されたが，フィンランドの加盟は

衆議が一致せず見送りとなった。また，イタリアが大戦の敗戦国であるドイツの加盟について積

極的に働いたが，ここではトイッが１９年に結成された「国際連盟（ｔｈ．Ｌ。。ｇｕ。。ｆ　Ｎ．ｔ。。ｎ。）」に正

　　　　　　　　　　　　　　　　　６１）
式加盟が許されれば加盟できると決めた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２６）
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　さらにこの「総会」では，ｒＦＳＦＩ」の加明国が増加するにしたがって，毎年定期的に会議を招

集することが次第に困難となり ，¢これ以降は２年毎に総会を開くこと ，　「女性オリンピ ッ

ク」の将来問題について議論すること ，　ベルギー代表が２６年の「第２回大会」をブラッセル市

で開催すること ，＠チ ェコ代表から３０年の「第３回大会」はプラハ市で開催することが提案され
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６２フ
イギリスなどの賛成を得て，この議案は同意された。さらに，　大会は２日間で行なう ，＠各国

は１種目２名と２名の補欠をエントリーできる，との決定を行なったものの，第２回大会の具体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６３〕的な実施種目等は合意されず，２５年中に「国際委員会」を開き ，決定することとした 。

　２４年７月５日から，パリで「第８回五輪」が開催されたが，男性の参加数が２９５６名にのぼって

いたにもかかわらず，女性の公式種目参加は競泳 ・飛込，フェンシング，テニス，ヨットに限定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６４）されてわずか１３５名が出場したにとどまり ，前述のように陸上競技には参加が認められなかった 。

　しかし，イギリスでは１９８１年のアカデミー賞受賞映画『炎のランナー（Ｃｈ。。ｉ．ｔ．ｏｆ　Ｆｉ。。）』の主

人公となった１００ｍのアフラハムス（Ｈａ．ｏ１ｄ　Ａｂｒａｈａｍｓ），４００ｍのリノテル（Ｅｒ１ｃ　Ｌ１ｄｄｅ１１）らの

金メダリスト以下の男性陸上競技陣の大活躍で，国内では陸上競技ブームが起こり ，ｒパリ五輪」

終了直後の８月４日には，それまでモンテカルロで行なわれていた女性の「６か国対抗大会」を

ロンドン ・スタンフォードブリッ ジ競技場に移して開催され，２５ ，ＯＯＯ名の大観衆を集めて
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５）２５０ｍ ・１０００ｍなど７種目に世界新記録が誕生するなどして大盛況のうちに終了した
。

　スポーツの盛んなスエー デンでも２５年，女性陸上競技連盟が結成されるとともに「ＦＳＦＩ」へ

の加盟が認められて９月にはイギリス女性選手団を迎えて，イエテボリ市とファルケンボリ市で

対抗戦を行ない盛会裏に大会を終了させた。この実績は２６年の「第２回女性オリンピ ック大会」
　　　　　　　　　　６６〕
に活かされることとなる 。

　９　「第８回ＩＡＡＦ総会」における女性種目をめくる論議と「第２回女性オリンピ ンク大会」

　　の開催

　「ＩＯＣ」は２６年５月２日 ．７日 ，「第２４回総会」をポルトガルの首都リスボン市（Ｌｉ．ｂｏｎ）で開催し
，

それまで「ＩＡＡＦ」で議論してきた女性の陸上競技競技種目をオリンピ ックに導入するという案

について，当時の「ＩＡＡＦ」会長のエドストローム氏（Ｓｉｇｆ．ｉｄ　Ｅｄ。。ｔ．６ｍ）が提案し，承認、した 。

ミリアの主導による「女性スポーツ」が実績を積み上げてきたこと ，世論の動向が変化してきた

こともあろうが，それまで３０年問「ＩＯＣ」会長職に君臨し（在任１８９６年～２５年） 頑なに「女性ス

ポーノ」，とりわけ女性陸上競技のオリンピ ノク参加に反対してきたクベルタン男爵が２５年の

ｒ総会」を機会に引退したことも ，方針変換が行なわれた王因だと考えられる 。

　さらに同年８月５日から標記の「ＩＡＡＦ総会」がオランダ ・ハーグ（Ｈ．ｇｕ。）で開催され，以

前にも増してｒオリンピ ックにおける女性陸上競技種目の実施」を巡って議論が集中した。ここ

での論議の内容は ，前出の『Ａｔｈ１ｅｔ１ｃｓ　ｏｆ　Ｔｏｄａｙ　ｆｏｒ　Ｗｅｍｅｎ』と ，当時この書を翻訳して紹介

した雑誌『アスレチックス』巻７－７号（２９年７月号）に掲載された当時の大日本彊育協會々長で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６７）

　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　 ６８）

あった岸清一著「国際陸上競技聯盟纏會議事録」，およひ拙著「近代女子陸上競技成立の過程」

に詳しいので，ここでは省略するが，会長のエドストローム氏の「すべての問題はこの連盟が

“男性のための組織”であるか，男女を包含する組織として存在するかによって決まる」と発言

したことを契機に議論は始まり ，スエー デンのエクルンド氏（Ｅｋ１ｕｎｄ），の「２８年のアムステル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２７）
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タム五輸に女性陸上競技を “試験的
’’

に実施に賛成」の発言のほか，イギリスハーナード氏

（Ｂ．ｍ。。ｄ）から「参加絶対反対論」など各国代表が賛否を巡って激しい論戦を展開した結果，エ

クルンド氏の示す「特別委員会」の示す修正案に関して，オーストリア，ベルギー フランス ，

ドイツ，ギリシア，オランダ，ノルウエー ポーランド，南アフリカ ，スエー デン，スイス，ア

メリカの１２か国は賛成，オーストラリア，フインランド，イギリス，ハンカリー アイルランド

の５か国はあくまでも反対した。開票の結果「５種目に限って実施する」という案が同意される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９）
とともに，女性の競技を管理するｒ特別委員会」が設立されることになった 。

　一方，ｒＦＳＦＩ」はｒＩＡＡＦ」の議論を受けて，２６年７月２７日～２９日に，ミリアの主導で後述の

ｒ第２回女性オリンピ ノク」開催中のスェーテンのイェテポリ市の園芸協会会館（Ｈ・討１・ｕ１ｔｕ・ｌ

Ｓ。。ｉ．ｔｉ。。’Ｇ。。ｄ．ｎ。）において「第４回ＦＳＦＩ総会」を招集し，日本を含めた１７か国代表の参加の

　　　　　　　　　　　　　７０）
下に懸案事項の討議を行なった 。

　ここでの最大の課題は，この第２回大会の名称問題であった。ミリアは「ＩＡＡＦ総会」におけ

る議論の内容を報告するとともに，ｒＩＯＣ」はこの年の５月２～７日にリスボン市で行なわれた
　　　　　　　　　　　　　　　　　７１）
ｒ第２４回ＩＯＣ総会」での議論を踏まえてｒオリンピ ック」の形式は，ｒＩＯＣ」が唯一持つ権利で

あるとの理由で，このｒ大会」の名称からｒオリンピ ック」の名を削除しｒ第２回女性競技大会

（Ｓ。。。ｎｄ　Ｌ．ｄ１。。１Ｗ
ｏ１．ｄ　Ｇ．ｍ。。）」とするように迫ってきている問題について議論した 。

　結局，２８年の「第９回アムステルダム五輸」から，「試験的」ではあってもオリンピックに５

種目（１００ｍ ・８００ｍ ・４００ｍＲ ・走高跳 ・円盤投），女性が出場できることとの取引のような形で

ｒＩＯＣ」の主張をのみ，上記の名称に変更して行なうことに妥協した 。

　さらにこの「総会」では，¢第２回大会で出た記録を含めて「世界記録」を公認する，＠

２００ｍ以下の短距離の記録は「メーター制」のみ公認する，　フィールド種目は「メーター制」

で計測した記録のみ公認する ，＠８００ｍ以上を長距離種目とする ，　やり ・砲丸 ・円盤の重量を

決定する，＠次回大会以降の投てき種目は利き手による片手投けのみの競技とする，¢競歩種目

は公認種目から外す，ゆ３０年のｒ第３回大会」はチェコ ・スロバキアで開催する，　３カ国以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７２）
の参加のない大会は「国際大会」と認めない，などを決定し，副会長にはフランスのエミール ・

アントワン氏（Ｅｍ１１． Ｍ　Ａ．ｔｈ．ｍ。）を，イギリスのｒＷＡＡＡ」の設立に尽力したパーマー氏

　　　　　　　　　　　　　　　７３）
（Ｊ。。 Ｐ・１ｍ・・）を名誉会員に選出した

。

　ミリア会長らは，しかし，この暫定的な参加の方法の決定で十分とは思ってはおらず，基本は

ｒ女性大会」等で行なっている１０種目のｒ完全な」プログラムの採用を要求していた。ミリアは

会長としてｒ女性スポーツはオリンピ ックに登場するからといって最高の状況だといってもらっ

ては困るのであって，現時点で
‘‘

試験的”な状況で留まっていてはなりません。５種目という数

少ない種目では女性スポーツの宣伝の助けにはならず，他方では男性種目と女性種目を共に行な

う世界的な大会を考慮していくような道義をわきまえた疑問にこたえていかなければなりませ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７４）
ん」と厳しい発言をし，「ＩＡＡＦ総会」決議には議論の余地がある事も確認した。また２７年には

この問題に関して「不幸にして私たちは指導者を持ちませんでした。男性のスポーツにかかわ っ

てきた男性は，女性のスポーツにわずかな関心を持つことで，結果的にはスポーツに貢献出来る

ということに気がつかないのです。女性のスポーツに関心を持たない男性は，いつまでも男のエ

ゴイズムのなかに自らを閉ざしてしまうでしょう」と発言し，なお男性中心のスポーツ界に忠告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２８）



　　　　仏女性，Ａ１ｉｃｅ　Ｍｉ１１ｉｏｎ　Ｍｉ１１ｉａｔ（１８８４～１９５７）が「女性スポーツ界」に果たした足跡（岡尾）　　 １７９

　　　　　　　　　７５）
していることがわかる 。

　さて，ミリアの主導で「ＦＳＦＩ」は，「第２回総会」の決議に基づき８月に「第２回女性競技大

会」を開催する準備を整えてきた．しかし，大会前年の２５年になっ てベルギー連盟の都合によっ

て急邊会場の変更を余儀なくされたものの，２４年に「国内女性競技連盟」を持っていたこと ，会

長のライル博士（Ｄ。． Ｅｉｎ。。 Ｌｉ１ｉ。）の献身的な努力，そして１２年の「第５回ストックホルム五輸」

開催時に尽力したハールノク将軍（Ｇ．ｎ。。。１Ｖ　Ｇ　Ｂａｌｃｋ）の援助，クスタフ ・スエーテン国王（Ｈ

Ｍ　Ｋｍｇ　Ｇ。。ｔ。。ｕ。）ら王室からのカノ プ寄贈なとの支援があって，スエーテンのイエテボリ市の

において２７日午後５時，白夜の競技場に５０，ＯＯＯ名の大観衆を集めて開会式を行ない，２９日までの
　　　　　　　　　　７６）
大会の開催に漕ぎつけた 。

　この大会は，はじめて日本から単独参加した人見絹枝選手を含めて，１０カ国（ベルギー チェコ

スロバキア，フランス，イギリス，イタリア，ラトビア，リトアニア，ポーランド，スエーデン，ユーゴス

ラビア），９２名の参加で開催され，６０ｍ以下全１３種目中，６種目に大会新記録が出るなどして盛

会裏に終了した。とくにこの大会には遠路日本から大阪毎日新聞社運動部長の木下東作博士，特

派員とマネージャー兼ねた同社の黒田乙吉氏に引率されて参加した人見選手の活躍は目覚ましく
，

立幅跳と５ｍ５０の世界新記録を出した走幅跳の２種目に優勝したほかに，円盤投２位，１００Ｙ走

３位など，出場した６種目すべてに６位以内入賞を果たして，閉会式で大会の「最優秀選手賞」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７７）をミリア会長から直接授与されたことは余りにも有名なことである

。

　閉会式終了後の園芸協会のレストランにおけるパーティの席上では，ミリア会長は涙を流して

「日本選手人見嬢の活躍が，どの位この大會に光彩を添えて呉れたたことか！　益々斯道に勉強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７８）されんこと望む」と祝福の挨拶をして，人見選手を感激させ，後刻に出版した自著『ゴールに入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９）る』（一誠杜 ：１９３１）の写真頁の説明ではｒ母」という表現でミリアのことを紹介している

。

（大会で人見選手に「最優秀選手賞」のカッ プを授与するミリア会長）

　　［『人見絹枝物語』小原敏彦著，朝日文庫（お８ －１）ｐ．１０２１

　１０「第９回アムステルタム五輪」に女性陸上競技種目登場

　２６年の「第２回世界女性競技大会」終了とともにミリアの活動は止むことはなく ，さらに２８年

の「第９回五輸」に向けて精力的な行動をとっているが，この間のミリアの足跡を時系列を追 っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７２９）



１８０ 立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

（「第８回アムステルダム五輪」陸上競技場における審判員をつとめるミリア会長［左端１）

［『７０Ｇｏ１ｄｅｎ　Ｙｅａｒｓ　ＩＡＡＦ１９１２－１９８２』（Ｅｄ．）Ｊｏｎ　Ｖ．Ｗｉｇ１ｅｙ　ＩＡＡＦ１９８２．Ｐ
．２７１

（２８年８月６日～７日開催の「第９回ＩＡＡＦ総会」出席のミリア会長［前列左から７人目１）

　　　［『７０Ｇｏｌｄｅｎ　Ｙｅａｒｓ　ＩＡＡＦ１９１２－１９８２』（Ｅｄ）Ｊｏｎ　Ｖ　Ｗｌｇ１ｅｙ　ＩＡＡＦ１９８２ｐ２８１

て示した研究は，ｒアムステルタム大会への女子陸上競技採用決定直後のＦＳＦＩの王張ＦＳＦＩと

ＩＯＣの往復書簡の検討から」（『体育学研究 ・第４３巻第２号』（來田享子著ｐ．９１～１０１）の論文が詳しい

　８０）

ので詳細は省略するが，とくにミリアは，女性の競技種目が「第９回五輸」で「試験的に」５種

目が実施されたものの，それまでの交渉のなかで，２７年１月４日付のミリアから「ＩＯＣ」会長ラ

ツール（Ｈ．ｎ．１ ｄ．
Ｂ．１１１．ｔ　Ｌ．ｔ．ｕ。）に宛てた書簡で，¢「ＦＳＦＩ」は「第９回アムステルタム五輪」

における女性種目の採用経過に反対し，同連盟が指名する３名の委員からなる理事会が作成した

プロクラム案を提出する，　それが技術的な困難によって種目増加が不可能な場合は，３２年の

ｒ第１０回ロサンセルス五輸」における女性の参加が連明の理想に到達するよう ，あらゆる手段を

もって行動に乗り出す，　「第９回五輸」にはミリア会長が審判委員の一員となり ，かつ「連

盟」が各女性種目において１名の審判委員を選任する場合においてのみ採択される，　「第９回

五輸」の陸上競技の印刷物には，国際委員会の会員として「ＦＳＦＩ」の名称を入れるよう ，あら

ゆる努力を払う ，　各国内五輪委員会は各国の女性連盟から１名ないし複数の委員を迎え入れ必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３０）
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「父と母」の表題のついた人見選手の記念写真［左からミリア会長 ・人見選手 ・木下博士１

　　　　　（『ゴールに入る』（人見絹枝著，一誠社，１９３１年２月 ，写真頁）

要な活動を行なうこと ，等を要求するなど，それまでに積み重ねてきた女性の組織活動の実績を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８１）
背景に，「ＩＯＣ」に対して厳しい要求を突きつけていることが明らかとなっている 。「第９同五

輪」は，２８年７月２８日～８月１２日にオランダ ・アムステルダム市の西南海岸に新設された４００ｍ

のアンツーカーの競技場で行なわれた。この大会における競技記録等の成績は各種の『報告書』

が詳しいので，ここでは省略する 。

　１１．人見絹枝選手の見たミリア夫人像

　１９２８年の「第９回五輪」に男性選手とともに日本から唯一の女性陸上競技選手として参加し ，

８００ｍ競走に死闘を演じて２位に入賞して「銀メダル」を獲得した人見選手は，大会翌年に著わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８２ｊ
した彼女の自著，『スパイクの跡』（平凡社 ：１９２９）のなかで，ミリアについて２６年のイエテボリ

における「第２回女性競技大会」において「最優秀選手賞」を直接手渡され，レセプション等で

親しく声を掛けられて親近感を抱いていたこともあって，「第９回五輪」を終了後，早稲田大学

の陸上選手たちの出場する「ユニバシアード大会」の見学とミリアに会うためにパリに移動して

ミリアに会った時の印象と会話の内容を，以下のような表現で克明に記している 。この人見の一

文によれば，ミリアが最も活躍していた時，ミリアが世界の女性選手たちにどの様に接し，女性

の競技への思いがどのようなものであったかが千に取るように書き下されていて大変興味深いの

で， ここにその原文まま記すことにする 。

　「（前略）…… ミリヨツトの案内で或る日郊外のグラウンドに練習に出かけた事がありますが ，

町から此の郊外のグラウンドに行く自動車の中で私はミリヨツトに會ふ第一の用件に就いて色々

話しかけたのです 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３１）



１８２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

　ミリヨツト夫人の事に就いてこ ・で少し書いて見ます。ミリヨツト夫人は世界女子競技界の大

立物であります。現在世界スポーソ勝盟の會長を勤めて居る。佛蘭西人としては普通の身長をも

つ人であるが，五尺三寸ばかりの身長に十八 ・九貫と云ふ太く肥えた人で，まだ年も四十歳前後

と見えます。中々きかぬ気の人でよく佛蘭西選手等を頭から大きな聲で叱りつけるのを聞きます

が， そこが此の夫人のい ・所でパリーの婦人に似合ず服装も至極質素です。どんな経歴を持つ夫

人か知らないのは残念な事ですが，私等は夫人を呼んで『ミリヨツトのおばあさん』と申して居

ます。私や佛蘭西選手丈でなく ，どの國の選手をもミリヨットは大切に可愛がつてくれます。特

に私は瑞典でも ，アムステルダムでも又パリーから騎ってのベルリンの競技會にも ，競技會場で

も， ホテルでも ，常に目をかけて戴き ，常に慈母のように私は慕つて居ります 。

　ミリョツト夫人は女子競技に封しては大なる抱負を持つて居り ，コンミチーの席上でも男子を

向ふにまはし會長とし又先輩として堂々たる意見を逮べられると云ふ事です。オランタのオリム

ピソクに女子八百米競走魔除の聲が高かつた時など，コンミチーの席から『女子の八百米疾走は

苦しくて無理だと云ふが，あれはラドキ（濁逸の選手，八百米優勝者）と人見があんな接戦ををす

るから苦るしいので，早く走れば苦るしいし遅く走れば樂なのである。百米だって同じ，二百米

だって同じことだ』と云つてのけたと云ふ事です 。

　然し徒らに急進的なのとは違つて瑞典の萬國女子オリムピツクの會議では『女子にウオーキン

グをさせると，あの不自然な歩行と手の振方によつて，女の盤姿を崩してしまふと云ふので女子

オリムピソクから三千米ウオーキンクを除外し，『二百五十米競走に於ては女子の盤としてはス

プリントで走り通す事は出來ないから，二百から三百迄の距離によるスプリントの種目は一切行

はないことにしたい。四百米はスプリントでなくストライドで走るのだから差しつかいない』と

云はわれて，あの苦るしい二百五十米を除去された。又圓盤，槍，鐵弾は各國内の競技では圓満

な女子の蟷を作る意味で爾手で投げるのが良いと云ふ意見を持つて居られる。之等を見て判るよ

うにミリヨツト夫人はあく迄愼重に女子の競技と云ふものを考へて居られます 。

　ミリヨツト夫人の持つ女子競技に封する意見と，會長としての夫人はあく迄私等は信頼してい

・ものと思つて居ます。私がアムステルダムの競技場で百米の豫戦富日 ，二年振りに顔を合すと

夫人は早速私の手を取つて雨頬に接吻をされました。どの國の選手よりも日本からの私には何時

も愛らない親切を以つて封してくれるのでした。私は日本を出麓する時，夫人に贈る土産物を

色々と探したが良いものがなく ，三越製の銀製鎧（賓石入）を購つて，相當高慣な錦繕を添へて

持つて行つたのですがそれはミリヨソト夫人は大愛喜んでゐました 。

　今日私が何より云ひたかつたのは日本女子競技界の近況をミリヨットに知らせることもあつた

が， それより女子オリムピックを日本に持つて來る事でした。昭和五年には第三同女子オリムピ

ツクがチエツクに開かれるが，その次昭和八年の第四同を日本の土地に持ち來る事でした。日本

には現在い ・選手は居ない。然し五年六年の將來には立派な選手も出るに定つて居る。競技場に

就いても外國人に見せて恥しくないものがある。少し場所として日本は遠いけれども 。かうした

氣持ちで，出來る事なら是非日本で開きたいと云ふのでしたが，ミリヨット夫人は笑ひながらあ

の大きな撞を一揺りされて『遠いから』と一言云はれる。私も負けずに先ずミリョツト夫人自身

を日本に引張るに限ると思つて『來年でも ，マダム，日本にいらしては』と云ふと『そうだ，行

つてもい ・が，お金がないから』とカラカラと大きく笑はれる。『大したお金ではありませんよ ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３２）
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日本から私等がお招きします』と云ふと ，行つて見たいがと云はれるマダムにも幾分日本へ行つ

て見たいと云う氣持も窺はれるが，又一方日本と云へば恐ろしく遠くにあるものと一途に思ひつ

めてゐるらしい。ミリヨツト夫人の心を少しでも多く日本に引き付けて置くことは，近い將來日

本でオリムピツクを開く上に好都合と思ひ，色々と焦って見たが，自動車の中ではなかなかうま

く話せない 。」

　１２　「第９回五輪」以降，３６年８月「ＦＳＦＩ」消滅までのミリアの役割とその後

　ミリアを代表とする「ＦＳＦＩ」はその後，３０年９月６日～８日にチ ェコスロバキア ・プラハ市

（Ｐ・・ｇｕ・）で「第３回」，３４年８月９日～１１日にイギリス ・ロンドン市のホワイト ・シティー競技

場（Ｗｈ１ｔ・ Ｃ１ｔｙ　Ｓｔ・ｄ・ｕｍ）でｒ第４回」の女性大会を王催し，３２年のｒ第１０回ロサンゼルス五輸」 ，

３６年の「第１１回ベルリン五輸」にも世界から女性選手がするなどの積極的な活動を展開した。こ

の間，女性の競技連盟としてのｒＦＳＦＩ」が男性中心のｒＩＯＣ」やｒＩＡＡＦ」と主導権を巡って演

じた交渉 ・確執の詳細は，來田の別の論文，「国際女子スポーツ連盟の消滅と女子陸上競技組織
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８３）
の改編」（ｒ体育史研究』Ｎ。．１７．２０００年３月 ，ｐ．４５－５９）が時系列を追って追跡していて極めて詳し

い。

　來田は，冒頭で触れたＬ．１ｇｈの論文から「３６年８月１０～ｌ１日のベルリンのトイツ体育館にお

けるｒ第１３回ＩＡＡＦ総会」の前にｒＦＳＦＩ」とｒＩＡＡＦ」は，¢すでにｒＩＡＡＦ」に報告した女性

の世界記録を公認すること ，　ｒオリンピ ック大会」において１０種目の女性競技の採用，　３８年

にウイーンで開催予定の「第５回国際女性競技大会」は「ＩＡＡＦ総会」で審議することを条件に ，

３４年のドイッ陸上競技連盟の提案を受入れ，合意したため，この「総会」では結局 ，「ＩＡＡＦ」

が女性の陸上競技を完全に管理することに決定した。このことによりｒＦＳＦＩ」は，ｒ女性の陸上
　　　　　　　　　　　　　　　　８４）
競技の統括権を失った」と述べている 。さらに上記　の件についてもｒヨーロノパ選手権大会」

の女性の部として名義を変えて開くこととしたものの，結果的にこの大会も開かれないまま終わ

ってしまった。ｒＦＳＦＩ」は結局，ｒＩＡＡＦ」やｒＩＯＣ」への抗議行動としてのｒ国際女性競技大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８５）
会」の開催も不可能となり実質的に消滅したし，ミリア会長の活躍の場は終焉を迎えたのである 。

　しかし，この間，ミリアは多彩な語学力を活かして欧州を中心として外交官にも増すスポーノ

外交を展開したことは余りにも有名であり ，彼女の性格と決断力によって「女性スポーツ」が大

きく前進したことは紛れもない事実である。彼女と「ＩＡＡＦ」の委員会で女性の問題について共

に仕事をした元「ＩＯＣ」会長のブランデージ氏（Ａ。。。ｙ　Ｂ．ｕｎｄ．ｇ。）は，「もし彼女が男性であれば

彼女の努力はさらに有効に働いたと評価されていただろう」と述べていることからしても彼女の
　　　　　　　　　　　　　　８６）
活動した成果の凄さが想像される 。

　しかしその後，欧州は第二次世界大戦前の厳しい政治 ・軍事情勢となり ，４０年に開催予定の

「第１２回東京五輸」も ，３８年７月１５日に日本が開催返上を決定する等，世界は戦雲急を告け，も

はや国際的な競技会が開催される状況にはなく ，ミリアの出番は全く消失してしまったといって

良い。さらにその後，彼女の国際舞台におけるスポーツ関係に費やした行動の様子の記述は，現

在にいたってもほとんと見当たらず，大戦後，４８年に復活した「第１４回ロンドン五輸」以降の各

五輸時に出席していたかどうか，またそれぞれの大会における役割についても不明であるなか ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８７）
Ｇｕｔｔｍａｍ氏が１９５７年に７３歳で死亡したと記しているのが唯一の記録である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３３）
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．，
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６５）Ｗｅｂｓｔｅｒ　Ｆ．Ａ．Ｍ．ｉｂｉｄ ．， ｐｐ．４８－４９

６６）Ｗｅｂｓｔｅｒ　Ｆ．Ａ．Ｍ．ｉｂｉｄ ．， ｐｐ．２３
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